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Energy Saving in Factories with Air-Conditioning 
Control System

Outline of GHG Mitigation Activity

• This project introduces “Air conditioning control 
system” to air conditioners in six component 
factories in Vietnam. The system constantly 
monitors operation status of the compressor 
equipped in the air conditioner outdoor unit by 
measuring an electric current at the optimum 
programmed timing. Controlling the compressor 
once or twice in thirty minutes and the system 
reduces energy consumption and CO2 emissions. 
This system can be introduced to existing 
facilities and realizes energy-saving by 
preventing excessive cooling without impairing 
comfortableness.

Expected GHG Emission Reductions 

3,297 tCO2/year

= Reference emissions − Project emissions

= 23,907.3 [tCO2/year] − 20,609.8 [tCO2/year]
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1. 今年度事業の概要

2. これまでの活動

3. 3つの活動の現状

4. 今後の活動
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１． 今年度事業の概要
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１．北九州市－ハイフォン市 都市間連携事業調査事業概要

北九州市 ハイフォン市姉妹都市関係

蓄積したノウハウの提供

令和元年度 低炭素社会実現のための都市間連携事業委託業務

対象1:エネルギー消費量が最も多い、
電炉を有する鉄鋼業２社

ハイフォン市における工業団地の環境改善によるEco-Industrial Parkの実現目指す
• パリ協定の目標達成に向けて、都市部における気候変動対策の着実な実施は非常に重要である一方で、ベトナムの工業団地における産業活動についても深刻な環境汚染を引き起

こし、人々の健康への脅威となっている。
• ベトナム政府の計画投資省（MPI）は、工業団地をエコインダストリアルパークのモデル候補地として注目し、工業団地地域における環境改善に向けて活動している。
• ハイフォン市では、2014年に北九州市の支援のもと、グリーン成長を促進することを目的に「ハイフォン市グリーン成長推進計画」を策定した。同計画の廃棄物、エネルギー、交通、カット

バ島、上下水道・雨水排水、環境保全、グリーン生産の7分野を対象にした個別のプロジェクトの実施が進んでいる。
• 今後、継続したグリーン成長推進計画のパイロットプログラムの継続支援およびエコインダストリアルパーク実現に向けた支援が求められる。

2009年
北九州市・ハイフォン市
友好・協力協定締結

2014年
北九州市・ハイフォン市 姉妹都市協定締結

北九州市の支援の下、ハイフォン市グリーン成長推進計画 策定

2015年～
北九州市・ハイフォン市

都市間連携、設備補助事業等 多数

2.調査事業概要

ハイフォン市Nam Cau Kien工業団地におけるEco-Industrial Parkの実現

対象2:Nam Cau Kien工業
団地入居企業への展開

• 高効率送風機＋高圧インバータ
• 高効率ポンプ＋高圧インバータ

対象
事業
者

対象
設備

 

Nam Cau Kien工業団地

実現可
能性・
優位性
など

• Eco-Industrial Parkの実現に向け、ベトナム計画投資省、ハイフォン市、北九州市のMOU締結済
•工場の規模を問わず、どの工場においても送風機はほぼ利用しているため、工業団地の全入居企業に対して実施できれば削減量
の拡大が見込める

•設備導入候補企業２社（VIS、VJS）との協議を進めている
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２．北九州市－ハイフォン市間の支援・協力・案件調査等と支援先の全体像

～2018年 2019年 2020～2021年

【応募者】NTTデータ経営研究所 【共同応募者】北九州市

北九州市

NTTデータ経営研究所
 2つの活動における調査検討（直接協議、技術検討、経済性検討、CO2排出削減量評価等）
 事業化に向けた関係機関との調整 ■（必要に応じて）設備補助申請の準備
 会議の開催、準備、参加、運営等

ハイフォン市姉妹都市連携

 都市間連携に基づく全体統括
 行政機関との調整・協議・アドバイス

 現地組織・法人の紹介

本調査のステークホルダー
（全て調査協力企業）

環
境
省

補助金

国際コンソーシアム

A)代表事業者 B)共同事業者

 補助事業全体
の統括

 設備の調達・所有
 GHGs排出削減

量のためのモニタリ
ング 等

Vietnam-
Italy Steel 
(VIS) 社

C) EPC企業

EPC契約高効率送風機
(株)村上製作所

 設計・製作・輸送・据え付け・試運転指導
 据え付け関連工事 等

高効率インバータ
安川オートメーションドライ

ブ（株）

対象1:エネルギー消費量が最も多い、
電炉を有する鉄鋼業２社

ドーワテクノス

Vietnam-
Japan Steel 

(VJS)社

環
境
省

補助金

国際コンソーシアム

A)代表事業者 B)共同事業者

 補助事業全体
の統括

 設備の調達・所有
 GHGs排出削減

量のためのモニタリ
ング 等

Nam Cau Kien工
業団地運営会社

対象2:Nam Cau Kien工業団地入居企業への展開

NTTDIOMC

Nam Cau Kien
工業団地
入居企業

地球環境センター
（GEC）

地球環境センター
（GEC）

1

2

1~3ヵ年で事業化

早急にJCM
設備補助応
募を目指す

2009年

2014年

北九州市・ハイフォン市
友好協力協定締結

北九州市・ハイフォン市
姉妹都市締結

北九州市の支援のもと
｢ハイフォン市グリーン成長

推進計画｣策定

2016年

2017年

2018年

2015年

都市間連携
事業

設備補助事業

など多数実施

もしくは適切な他社
を紹介

C) EPC企業

EPC契約高効率送風機
(株)村上製作所

 設計・製作・輸送・据え付け・試運転指導
 据え付け関連工事 等

高効率インバータ
安川オートメーションドライ

ブ（株）

ドーワテクノス

対象
1

対象
2

2020年度：
設計、仕様、見積
等の準備
2021年度：
JCM設備補助応募

を目指す
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２． これまでの活動
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３． これまでの活動

活動 日程 概要 訪問先

Nam Cau Kien
（NCK） 工業団地代
表団訪日研修

2019年10月23日
（水）～10月25日
（金）

Nam Cau Kien工業団地運営
企業と入居企業10社からなる
訪問団によるエコパークの来
日研修

北九州市環境ミュージア
ム、アジア低炭素化セン
ター、エコタウンほか

第一回現地調査 2019年11月10日
（日）～11月15日
（金）

MPIに対し今年度活動の説明
とEIP構想に関する意見交換。
ハイフォン市外務局に対する
今年度活動の説明。NCK工業
団地入居企業のJCM調査。

・計画投資省
・ハイフォン市外務局
・NCK工業団地運営企業
・NCK工業団地入居企業4
社

第二回現地調査 2019年12月9日
（月）～12月14日
（土）

ハイフォン市でのワークショッ
プ参加。NCK工業団地運営企
業とのエコ・インダストリアル・
パーク構想意見交換。NCK協
業団地入居企業JCM調査。
DEEP-C工業団地のJCM調査。

・ハイフォン市外務局
・NCK国業団地運営企業
・NCK工業団地入居企業3
社
・ブリジストン・ベトナム
・DEEP-C
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目的： NCK工業団地運営会社は、同団地のエコ・インダストリアル・パーク（EIP）モデル事
業を目指し、現在、環境教育センターの建設中。同運営会社と入居企業10社は、北九州市

のエコタウンや各種リサイクル工場を見学し、環境教育センターの運営及びエコタウンとして
の企業の活動について学ぶことを目的として来日。

日程： 2019年10月24日（木）及び25日（金）

研修スケジュール：

４． NCK工業団地訪日研修

日程 活動内容

10月24日（木） 01:20-07:30 ハノイ-福岡(VN356)
10:30-12:00 環境ミュージアム
（昼食）
14:00-16:30 商談会・面談会/水処理ヒアリング(アジア低炭素化センター)
14:00-15:00 NCKIPとKITAの面談
14:00-15:00 新ケミカル商事㈱殿との面談(Thuy Anh,Lien Minh他)
15:00-15:30 VJSとの面談
15:30-16:30 ㈱ドーワテクノス殿面談
15：00-16：30 JCM設備補助制度及びベトナムでのJCM事例解説 【小倉泊】

10月25日（金） 09:00-10:00 エコタウンセンター
10:15-10:45 家電リサイクル工場
11:00-11:30 OA機器リサイクル工場
（昼食）
14:00-15:00 プラスチック資源化センター(日明)             【小倉泊】
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 JCM設備補助制度及びベトナムでのJCM事例解説では、以下の3つのテーマ
で説明を実施

 JCM設備補助制度の概要

 ベトナムにおけるJCM設備補助の実例（登録事例の解説）

 JCM設備補助とエコ・インダストリアル・パーク（EIP）構想の関係

 実例とその後のEIP構想の関係については、非常に高い興味を持ち、議論が白
熱した。

４． NCK工業団地訪日研修
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目的： 現地において関連団体とキックオフミーティングの実施、NCK工業団地内
のスクラップ鉄製鉄所におけるJCMのための設備調査、及びその他JCMポテン
シャル調査

日程：2019年11月10日（日）～11月15日（金）

スケジュール：

５． 第一回現地調査

日程 訪問先 活動

11月10日（日） ハノイ入り 【ハノイ泊】

11月11日（月） 計画投資省 今年度調査の説明及び同省とEIP構想の進捗に関する意見交換
午後： ハノイ → ハイフォンへ移動

11月12日（火） ハイフォン市外務局
Vietnam-Italy Steel社

今年度調査の説明及び今回の調査の説明
JCM事業案件形成のための調査

11月13日（水） Vietnam-Italy Steel社
Thanh Dai Phu My 社

JCM事業案件形成のための調査
JCMポテンシャル調査

11月14日（木） Vietnam-Japan Steel社
Lien Minh Import-Export
Sevices & Trading社

JCM事業案件形成のための調査
JCMポテンシャル調査

夕刻： ハイフォン → ハノイへ移動

11月15日（金） ハノイ発
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MPI訪問（11月10日）

 今年度調査（NCK工業団地、EIP構想、JCM）の説明

 12月のハイフォン市でのワークショップ参加の依頼

 EIP構想に関する意見交換

 NCK工業団地以外の支援の必要性（例：バリア=ブンタ
オ州の新規工業団地）

 ガイドライン作成計画

 2020年1月都市間連携事業セミナー参加の依頼

ハイフォン市外務局訪問（11月11日）

 今年度調査の説明

 今回の活動の説明

 2020年1月都市間連携セミナー参加の依頼

５． 第一回現地調査
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Vietnam-Italy Steel（VIS）社訪問

 電炉としてアーク炉を採用した鉄スクラップ製鉄所

 「高効率送風機＋高圧インバーター」及び「高効率ポン
プ＋高圧インバーター」導入JCM事業の調査

 安川オートメーションドライブ社 → 高圧インバーター

 村上製作所 → 高効率送風機

 ドーワテクノス → 高効率ポンプ、取りまとめ

活動

 上記3社の企業紹介及び導入候補の技術の説明

 既存の集塵機及びその関連設備の現地調査

 各種文献及びデータの収集

結果

 「高効率送風機＋高圧インバーター」は実施可能

 既設の集塵機関連のデータ不足

 既設の性能評価のためのデータ取得依頼

５． 第一回現地調査
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Vietnam-Japan Steel（VJS）社訪問

 電炉として誘導炉を採用した鉄スクラップ製鉄所

 「高効率送風機＋高圧インバーター」及び「高効率ポンプ
＋高圧インバーター」導入JCM事業の調査

 安川オートメーションドライブ社 → 高圧インバーター

 村上製作所 → 高効率送風機

 ドーワテクノス → 高効率ポンプ、取りまとめ

活動

 上記3社の企業紹介及び導入候補の技術の説明

 JCM設備補助制度の説明及び意見交換

 既存の集塵機及びその関連設備の現地調査

 結果

 2基の集塵機は中国製高圧インバーター導入済み

 2基の集塵機のうち、古い1基に対して「高効率送風機+

高圧インバーター」の提案準備、そのためのデータ提供

５． 第一回現地調査
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Thanh Dai Phu My 社訪問

 鉄鋼スラグのリサイクル企業

 JCM制度を用いて、日本製環境設備導入希望

 粉塵防止で常に散水 → 排水が回収されていない

 工場内に集塵機が設置されていない

→ 環境データの取得（水の使用量等）を依頼

Lien Minh Import-Export Sevices & Trading社訪問

 廃プラスチックのリサイクル企業

 JCM制度を用いて、日本製環境設備導入希望

 工場内の臭気が抜けていない

→ 換気空調系が機能していない

 「高効率送風機＋高圧インバーター」の提案候補

 既存の換気空調系設備のデータ取得を依頼

５． 第一回現地調査
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目的： ハイフォン市グリーン成長推進計画及びEIP推進のワークショップへの参加、
NCK工業団地環境教育センター見学、JCM案件形成のための設備調査、及びそ
の他JCMポテンシャル調査

日程：2019年12月9日（月）～12月14日（土）

スケジュール：

６． 第二回現地調査

日程 訪問先 活動

12月9日（月） ハノイ入り、ハノイ → ハイフォンへ移動

12月10日（火） ヒューギ・ホテル

ハイフォン市外務局

ハイフォン市グリーン成長推進計画の強化とエコインダストリアルパーク推進の
ためのワークショップ
新副局長に対する都市間連携事業の説明及び今回の訪問調査の説明

12月11日（水） NCK工業団地環境教育センター
NCK工業団地廃水処理センター

環境教育センターの施設及び設立趣旨の説明及びEIP構想とJCM事業案件形
成への意見交換
NCK工業団地のEIP構想及びSDGs活動を支援するための課題解決

12月12日（木） Vietnam-Italy Steel社
Thuy Anh Import Export Service 
and Treading Investment社
Vietnam-Japan Steel社

JCM事業案件形成のための調査
JCMポテンシャル調査

JCM事業案件形成のための調査

12月13日（金） ブリジストン・ベトナム
DEEP-C社

JCMポテンシャル調査
JCMポテンシャル調査
夕刻： ハイフォン → ハノイへ移動

12月14日（土） ハノイ発
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ハイフォン市グリーン成長推進計画の強化とエコインダ
ストリアルパーク推進のためのワークショップ

 ハイフォン市外務局 → 北九州市の支援を受け、グリー
ン成長推進計画（GGPP）を策定してから5年を経てのレ
ビューと今後の活動

 コンポスト事業 → GGPPで実施されている15の事業の
中で最も成功している事例。ビジネス化目前。

 計画投資省 → EIP構想の現状と今後。ガイドラインの策
定と公表

 NCK工業団地 → エコ・インダストリアル・パーク構想の
モデル事業を目指し、様々な活動を実施。それらを紹介。

 北九州市 → エコタウン及びエコタウンセンターの紹介

 J-fils → JICA実証事業（有機廃水処理）の紹介

 ドーワテクノス → 「高効率送風機＋高圧インバーター」
導入による省エネルギープロジェクトの紹介

６． 第二回現地調査
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Nam Cau Kien工業団地環境教育センター訪問

 NCK工業団地運営会社スタッフと入居企業に対する環
境教育のための施設

 北九州市のエコタウンセンターを参考に、文化の違いな
どを考慮し、環境教育の拠点を目指す

 ハイフォン市と提携（MOU)し、同市が環境教育プログラ
ムを提供

 NCK工業団地として、JCMモデルケースを作りたい

→ 最初は製鉄所。次に、廃プラ・リサイクル工場。

NCK工業団地廃水処理施設訪問

 NCK工業団地は拡張工事を実施しており、現在の処理
能力では不足する。また、現在、廃水処理がうまく機能
していない。

→ BOD濃度が低すぎる → 活性汚泥法が適用できない

→ 活性汚泥と汚濁物質の量的バランスの管理が重要

６． 第二回現地調査
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VIS社訪問

 既設集塵機の性能データ確認

→ 日本より送付した圧力計のレンジが合わず、計測できず。

→ VIS社がデジタル圧力計を購入し、計測を約束。年内の測定目標。

Thuy Anh Import Export Service and Treading 

Investment社訪問

 廃プラ・リサイクル工場の新設を計画。JCMを活用し、日本
製設備を導入希望

→ 日本のベンダーによる廃プラ・リサイクルパッケージの提案を検討

VJS社訪問

 集塵機リプレイスについて議論

→ 集塵機関連の図面・データ受領

JCM活用して、誘導炉のリプレイスができないか要望あり

→ 対応を検討

６． 第二回現地調査
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ブリジストン・ベトナム訪問

 1年半ほど前、バイオマス発電事業計画を検討しており、JCM活用について議論
したものの、当時は見送ることとなった

 計画変更等を重ね、事業実施に進むということで、JCM活用について議論するこ
ととなった

→ すでに、設備メーカー等の入札段階にあり、JCM活用に伴う計画の遅れ等

が見込まれるため、活用は難しい。

 新規の屋根置き型太陽光発電事業を計画中、こちらでJCM活用を考えたい。設
備提案を希望する。

→ 次回の訪問時に提案する。

DEEP-C訪問

 NCK工業団地と同様、エコ・インダストリアル・パーク構想モデル事業を目指して
いる。

 太陽光発電と風力発電を組み合わせた再生可能エネルギー事業を計画中であり、
それに対してJCM活用を考えたい

→ 費用対効果の検討用資料を提供

６． 第二回現地調査
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３． 3つの活動の現状
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Vietnam-Italy Steel社（アーク炉）

 ①「高効率送風機＋高圧インバータ」導入は費用対効果が高く、VIS社も希望

 ②「高効率ポンプ＋高圧インバータ」導入は費用対効果がそれほど見込めない
ため見送り

 ①のJCM化のため、既設の集塵システムの情報収集を行ったところ、設計図書
等が存在しないことが判明

 現在の性能評価のため、必要パラメータの実測を実施 → 設計提案及びリ
ファレンスケースの設定

Vietnam-Japan Steel社（誘導炉）

 工場施設そのものが新しく、対象となりうるのは2基ある集塵システムのうちの1

基のみ。

 第二回現地調査にて、集塵システム関連の資料を入手。設計提案へ。

 中国製誘導炉の故障が多いため、日本製へリプレイスを検討したいという依頼
あり → 設備提案のための検討を実施

７． 活動１:エネルギー消費量が最も多い、電炉を有する鉄鋼業２社に対
する①高効率送風機＋高圧インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧イン
バータの導入調査
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Thanh Dai Phu My社（鉄鋼スラグリサイクル企業）

 集塵設備なし

 粉塵防止のため常に散水 → 排水の回収も行われていない

→ 環境データ（水の使用量等）の記録を依頼

Lien Minh Import-Export Services & Trading社（廃プラリサイクル企業）

 工場内に強い臭気 → 換気空調系が機能していない

 ①「高効率送風機＋高圧インバータ」導入候補

 既存の換気空調系設備の運転データの記録を依頼

Thy Anh Import-Export Service and Trading Investment社（廃プラリサイクル企
業）

 廃プラリサイクル工場の増設にJCMを活用して日本製設備の導入を希望

 日本の廃プラリサイクル工場とNCK工業団地の廃プラリサイクル工場の違い

 日本型のリサイクル工場のパッケージ化提案と省エネ効果の算定

８．活動２: Nam Cau Kien工業団地入居企業への①高効率送風機＋高圧
インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入調査
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Nam Cau Kien工業団地の課題

 排水処理施設の容量不足

 入居企業の環境データあるいは運転データの取得状況

 リサイクル工場の簡易的な設備と近代化

 工場内廃棄物の処理

 大気汚染や工場内環境の改善

課題解決へ向けて

 排水処理施設への助言（KITAの専門家による）

 環境教育センター活動への助言（北九州市アジア低炭素化センターの
支援）

 エコインダストリアルパーク構想に対する理解及びSDGsに対する理解
の促進

 JCM設備補助制度を活用するための理解の推進

９．活動３：エコインダストリアルパークのモデルとなることを目指すNam 
Cau Kien工業団地に対するSDGsへの貢献活動の支援の実施
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４． 今後の活動
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第三回現地調査（2020年2月上旬予定）
 VIS社： 製鉄所集塵機のリプレイスに対する設計提案及びJCM設備補助制度

活用の説明

 VJS社： 製鉄所集塵機に対する設備提案及び誘導炉リプレイスに関する設備
提案

 NCK工業団地入居企業： 環境データ取得状況の確認

 ブリジストン・ベトナム： 屋根置き型太陽光発電システムの提案

 DEEP-C: 「太陽光発電＋風力発電」による再生可能エネルギー事業のJCM

設備補助適用に関する協議

 ハイフォン市カットビ空港： 省エネルギー事業を中心としたJCM設備補助活用
の提案

 NCｋ工業団地：エコインダストリアルパーク構想及び環境教育センター運営に
関する協議

１０． 今後の活動
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2020年2月27日
NTTデータ経営研究所
社会・環境戦略コンサルティングユニット

令和元年度低炭素社会実現のための都市間連携事業委託業務
ベトナム・ハイフォン市低炭素化促進事業（エコインダストリアルパーク構想
モデル事業の確立支援事業）／北九州市－ハイフォン市連携事業

環境省 国際協力・環境インフラ戦略室 御中
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1. 今年度事業の概要

2. これまでの活動

3. 3つの活動の現状

4. 今後の活動
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１． 今年度事業の概要
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１．北九州市－ハイフォン市 都市間連携事業調査事業概要

北九州市 ハイフォン市姉妹都市関係

蓄積したノウハウの提供

令和元年度 低炭素社会実現のための都市間連携事業委託業務

対象1:エネルギー消費量が最も多い、
電炉を有する鉄鋼業２社

ハイフォン市における工業団地の環境改善によるEco-Industrial Parkの実現目指す
• パリ協定の目標達成に向けて、都市部における気候変動対策の着実な実施は非常に重要である一方で、ベトナムの工業団地における産業活動についても深刻な環境汚染を引き起

こし、人々の健康への脅威となっている。
• ベトナム政府の計画投資省（MPI）は、工業団地をエコインダストリアルパークのモデル候補地として注目し、工業団地地域における環境改善に向けて活動している。
• ハイフォン市では、2014年に北九州市の支援のもと、グリーン成長を促進することを目的に「ハイフォン市グリーン成長推進計画」を策定した。同計画の廃棄物、エネルギー、交通、カット

バ島、上下水道・雨水排水、環境保全、グリーン生産の7分野を対象にした個別のプロジェクトの実施が進んでいる。
• 今後、継続したグリーン成長推進計画のパイロットプログラムの継続支援およびエコインダストリアルパーク実現に向けた支援が求められる。

2009年
北九州市・ハイフォン市
友好・協力協定締結

2014年
北九州市・ハイフォン市 姉妹都市協定締結

北九州市の支援の下、ハイフォン市グリーン成長推進計画 策定

2015年～
北九州市・ハイフォン市

都市間連携、設備補助事業等 多数

2.調査事業概要

ハイフォン市Nam Cau Kien工業団地におけるEco-Industrial Parkの実現

対象2:Nam Cau Kien工業
団地入居企業への展開

• 高効率送風機＋高圧インバータ
• 高効率ポンプ＋高圧インバータ

対象
事業
者

対象
設備

 

Nam Cau Kien工業団地

実現可
能性・
優位性
など

• Eco-Industrial Parkの実現に向け、ベトナム計画投資省、ハイフォン市、北九州市のMOU締結済
•工場の規模を問わず、どの工場においても送風機はほぼ利用しているため、工業団地の全入居企業に対して実施できれば削減量
の拡大が見込める

•設備導入候補企業２社（VIS、VJS）との協議を進めている
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２．北九州市－ハイフォン市間の支援・協力・案件調査等と支援先の全体像

～2018年 2019年 2020～2021年

【応募者】NTTデータ経営研究所 【共同応募者】北九州市

北九州市

NTTデータ経営研究所
 2つの活動における調査検討（直接協議、技術検討、経済性検討、CO2排出削減量評価等）
 事業化に向けた関係機関との調整 ■（必要に応じて）設備補助申請の準備
 会議の開催、準備、参加、運営等

ハイフォン市姉妹都市連携

 都市間連携に基づく全体統括
 行政機関との調整・協議・アドバイス

 現地組織・法人の紹介

本調査のステークホルダー
（全て調査協力企業）

環
境
省

補助金

国際コンソーシアム

A)代表事業者 B)共同事業者

 補助事業全体
の統括

 設備の調達・所有
 GHGs排出削減

量のためのモニタリ
ング 等

Vietnam-
Italy Steel 
(VIS) 社

C) EPC企業

EPC契約高効率送風機
(株)村上製作所

 設計・製作・輸送・据え付け・試運転指導
 据え付け関連工事 等

高効率インバータ
安川オートメーションドライ

ブ（株）

対象1:エネルギー消費量が最も多い、
電炉を有する鉄鋼業２社

ドーワテクノス

Vietnam-
Japan Steel 

(VJS)社

環
境
省

補助金

国際コンソーシアム

A)代表事業者 B)共同事業者

 補助事業全体
の統括

 設備の調達・所有
 GHGs排出削減

量のためのモニタリ
ング 等

Nam Cau Kien工
業団地運営会社

対象2:Nam Cau Kien工業団地入居企業への展開

NTTDIOMC

Nam Cau Kien
工業団地
入居企業

地球環境センター
（GEC）

地球環境センター
（GEC）

1

2

1~3ヵ年で事業化

早急にJCM
設備補助応
募を目指す

2009年

2014年

北九州市・ハイフォン市
友好協力協定締結

北九州市・ハイフォン市
姉妹都市締結

北九州市の支援のもと
｢ハイフォン市グリーン成長

推進計画｣策定

2016年

2017年

2018年

2015年

都市間連携
事業

設備補助事業

など多数実施

もしくは適切な他社
を紹介

C) EPC企業

EPC契約高効率送風機
(株)村上製作所

 設計・製作・輸送・据え付け・試運転指導
 据え付け関連工事 等

高効率インバータ
安川オートメーションドライ

ブ（株）

ドーワテクノス

対象
1

対象
2

2020年度：
設計、仕様、見積
等の準備
2021年度：
JCM設備補助応募

を目指す
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２． これまでの活動
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３． これまでの活動

活動 日程 概要 訪問先

Nam Cau Kien
（NCK） 工業団地代
表団訪日研修

2019年10月23日
（水）～10月25日
（金）

Nam Cau Kien工業団地運営
企業と入居企業10社からなる
訪問団によるエコパークの来
日研修

北九州市環境ミュージア
ム、アジア低炭素化セン
ター、エコタウンほか

第一回現地調査 2019年11月10日
（日）～11月15日
（金）

MPIに対し今年度活動の説明
とEIP構想に関する意見交換。
ハイフォン市外務局に対する
今年度活動の説明。NCK工業
団地入居企業のJCM調査。

・計画投資省
・ハイフォン市外務局
・NCK工業団地運営企業
・NCK工業団地入居企業4
社

第二回現地調査 2019年12月9日
（月）～12月14日
（土）

ハイフォン市でのワークショッ
プ参加。NCK工業団地運営企
業とのエコ・インダストリアル・
パーク構想意見交換。NCK協
業団地入居企業JCM調査。
DEEP-C工業団地のJCM調査。

・ハイフォン市外務局
・NCK国業団地運営企業
・NCK工業団地入居企業3
社
・ブリジストン・ベトナム
・DEEP-C

12月25日の中間報告以前の活動
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３． これまでの活動

活動 日程 概要 訪問先

都市間連携セミ
ナー

2020年1月14日
（火）～1月17日
（金）

MPI及びハイフォン市外務局
から1名ずつの招待者に加え、
ハイフォン市から5名の自費出
席者、MPIから1名の招聘者が
北九州市での研修及び東京
でのセミナーに参加

北九州市環境ミュージア
ム、アジア低炭素化セン
ター、エコタウンほか
都市間連携セミナー会場
（品川プリンスホテル）ほ
か

第三回現地調査 2020年2月17日
（月）～2月22日
（金）

VIS社に対する「高効率送風機
＋高圧インバータ」の提案、
VJS社の電炉電源改善調査、
DEEP-Cの新エネ事業調査、ブ
リジストンの新エネ事業調査、
カットビ空港省エネ事業調査、
山九ロジスティクス・ベトナム
の電動海運の調査

・ハイフォン市外務局
・NCK工業団地
・VIS社
・VJS社
・カットビ空港
・DEEP-C
・ブリジストン・ベトナム
・山九ベトナム

12月25日の中間報告以後の活動
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目的： NCK工業団地運営会社は、同団地のエコ・インダストリアル・パーク（EIP）モデル事
業を目指し、現在、環境教育センターの建設中。同運営会社と入居企業10社は、北九州市

のエコタウンや各種リサイクル工場を見学し、環境教育センターの運営及びエコタウンとして
の企業の活動について学ぶことを目的として来日。

日程： 2019年10月24日（木）及び25日（金）

研修スケジュール：

４． NCK工業団地訪日研修

日程 活動内容

10月24日（木） 01:20-07:30 ハノイ-福岡(VN356)
10:30-12:00 環境ミュージアム
（昼食）
14:00-16:30 商談会・面談会/水処理ヒアリング(アジア低炭素化センター)
14:00-15:00 NCKIPとKITAの面談
14:00-15:00 新ケミカル商事㈱殿との面談(Thuy Anh,Lien Minh他)
15:00-15:30 VJSとの面談
15:30-16:30 ㈱ドーワテクノス殿面談
15：00-16：30 JCM設備補助制度及びベトナムでのJCM事例解説 【小倉泊】

10月25日（金） 09:00-10:00 エコタウンセンター
10:15-10:45 家電リサイクル工場
11:00-11:30 OA機器リサイクル工場
（昼食）
14:00-15:00 プラスチック資源化センター(日明)             【小倉泊】
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 JCM設備補助制度及びベトナムでのJCM事例解説では、以下の3つのテーマ
で説明を実施

 JCM設備補助制度の概要

 ベトナムにおけるJCM設備補助の実例（登録事例の解説）

 JCM設備補助とエコ・インダストリアル・パーク（EIP）構想の関係

 実例とその後のEIP構想の関係については、非常に高い興味を持ち、議論が白
熱した。

４． NCK工業団地訪日研修
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目的： 現地において関連団体とキックオフミーティングの実施、NCK工業団地内
のスクラップ鉄製鉄所におけるJCMのための設備調査、及びその他JCMポテン
シャル調査

日程：2019年11月10日（日）～11月15日（金）

スケジュール：

５． 第一回現地調査

日程 訪問先 活動

11月10日（日） ハノイ入り 【ハノイ泊】

11月11日（月） 計画投資省 今年度調査の説明及び同省とEIP構想の進捗に関する意見交換
午後： ハノイ → ハイフォンへ移動

11月12日（火） ハイフォン市外務局
Vietnam-Italy Steel社

今年度調査の説明及び今回の調査の説明
JCM事業案件形成のための調査

11月13日（水） Vietnam-Italy Steel社
Thanh Dai Phu My 社

JCM事業案件形成のための調査
JCMポテンシャル調査

11月14日（木） Vietnam-Japan Steel社
Lien Minh Import-Export
Sevices & Trading社

JCM事業案件形成のための調査
JCMポテンシャル調査

夕刻： ハイフォン → ハノイへ移動

11月15日（金） ハノイ発
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MPI訪問（11月10日）

 今年度調査（NCK工業団地、EIP構想、JCM）の説明

 12月のハイフォン市でのワークショップ参加の依頼

 EIP構想に関する意見交換

 NCK工業団地以外の支援の必要性（例：バリア=ブンタ
オ州の新規工業団地）

 ガイドライン作成計画

 2020年1月都市間連携事業セミナー参加の依頼

ハイフォン市外務局訪問（11月11日）

 今年度調査の説明

 今回の活動の説明

 2020年1月都市間連携セミナー参加の依頼

５． 第一回現地調査
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Vietnam-Italy Steel（VIS）社訪問

 電炉としてアーク炉を採用した鉄スクラップ製鉄所

 「高効率送風機＋高圧インバーター」及び「高効率ポン
プ＋高圧インバーター」導入JCM事業の調査

 安川オートメーションドライブ社 → 高圧インバーター

 村上製作所 → 高効率送風機

 ドーワテクノス → 高効率ポンプ、取りまとめ

活動

 上記3社の企業紹介及び導入候補の技術の説明

 既存の集塵機及びその関連設備の現地調査

 各種文献及びデータの収集

結果

 「高効率送風機＋高圧インバーター」は実施可能

 既設の集塵機関連のデータ不足

 既設の性能評価のためのデータ取得依頼

５． 第一回現地調査
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Vietnam-Japan Steel（VJS）社訪問

 電炉として誘導炉を採用した鉄スクラップ製鉄所

 「高効率送風機＋高圧インバーター」及び「高効率ポンプ
＋高圧インバーター」導入JCM事業の調査

 安川オートメーションドライブ社 → 高圧インバーター

 村上製作所 → 高効率送風機

 ドーワテクノス → 高効率ポンプ、取りまとめ

活動

 上記3社の企業紹介及び導入候補の技術の説明

 JCM設備補助制度の説明及び意見交換

 既存の集塵機及びその関連設備の現地調査

 結果

 2基の集塵機は中国製高圧インバーター導入済み

 2基の集塵機のうち、古い1基に対して「高効率送風機+

高圧インバーター」の提案準備、そのためのデータ提供

５． 第一回現地調査
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Thanh Dai Phu My 社訪問

 鉄鋼スラグのリサイクル企業

 JCM制度を用いて、日本製環境設備導入希望

 粉塵防止で常に散水 → 排水が回収されていない

 工場内に集塵機が設置されていない

→ 環境データの取得（水の使用量等）を依頼

Lien Minh Import-Export Sevices & Trading社訪問

 廃プラスチックのリサイクル企業

 JCM制度を用いて、日本製環境設備導入希望

 工場内の臭気が抜けていない

→ 換気空調系が機能していない

 「高効率送風機＋高圧インバーター」の提案候補

 既存の換気空調系設備のデータ取得を依頼

５． 第一回現地調査
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目的： ハイフォン市グリーン成長推進計画及びEIP推進のワークショップへの参加、
NCK工業団地環境教育センター見学、JCM案件形成のための設備調査、及びそ
の他JCMポテンシャル調査

日程：2019年12月9日（月）～12月14日（土）

スケジュール：

６． 第二回現地調査

日程 訪問先 活動

12月9日（月） ハノイ入り、ハノイ → ハイフォンへ移動

12月10日（火） ヒューギ・ホテル

ハイフォン市外務局

ハイフォン市グリーン成長推進計画の強化とエコインダストリアルパーク推進の
ためのワークショップ
新副局長に対する都市間連携事業の説明及び今回の訪問調査の説明

12月11日（水） NCK工業団地環境教育センター
NCK工業団地廃水処理センター

環境教育センターの施設及び設立趣旨の説明及びEIP構想とJCM事業案件形
成への意見交換
NCK工業団地のEIP構想及びSDGs活動を支援するための課題解決

12月12日（木） Vietnam-Italy Steel社
Thuy Anh Import Export Service 
and Treading Investment社
Vietnam-Japan Steel社

JCM事業案件形成のための調査
JCMポテンシャル調査

JCM事業案件形成のための調査

12月13日（金） ブリジストン・ベトナム
DEEP-C社

JCMポテンシャル調査
JCMポテンシャル調査
夕刻： ハイフォン → ハノイへ移動

12月14日（土） ハノイ発
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ハイフォン市グリーン成長推進計画の強化とエコインダ
ストリアルパーク推進のためのワークショップ

 ハイフォン市外務局 → 北九州市の支援を受け、グリー
ン成長推進計画（GGPP）を策定してから5年を経てのレ
ビューと今後の活動

 コンポスト事業 → GGPPで実施されている15の事業の
中で最も成功している事例。ビジネス化目前。

 計画投資省 → EIP構想の現状と今後。ガイドラインの策
定と公表

 NCK工業団地 → エコ・インダストリアル・パーク構想の
モデル事業を目指し、様々な活動を実施。それらを紹介。

 北九州市 → エコタウン及びエコタウンセンターの紹介

 J-fils → JICA実証事業（有機廃水処理）の紹介

 ドーワテクノス → 「高効率送風機＋高圧インバーター」
導入による省エネルギープロジェクトの紹介

６． 第二回現地調査
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Nam Cau Kien工業団地環境教育センター訪問

 NCK工業団地運営会社スタッフと入居企業に対する環
境教育のための施設

 北九州市のエコタウンセンターを参考に、文化の違いな
どを考慮し、環境教育の拠点を目指す

 ハイフォン市と提携（MOU)し、同市が環境教育プログラ
ムを提供

 NCK工業団地として、JCMモデルケースを作りたい

→ 最初は製鉄所。次に、廃プラ・リサイクル工場。

NCK工業団地廃水処理施設訪問

 NCK工業団地は拡張工事を実施しており、現在の処理
能力では不足する。また、現在、廃水処理がうまく機能
していない。

→ BOD濃度が低すぎる → 活性汚泥法が適用できない

→ 活性汚泥と汚濁物質の量的バランスの管理が重要

６． 第二回現地調査
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VIS社訪問

 既設集塵機の性能データ確認

→ 日本より送付した圧力計のレンジが合わず、計測できず。

→ VIS社がデジタル圧力計を購入し、計測を約束。年内の測定目標。

Thuy Anh Import Export Service and Treading 

Investment社訪問

 廃プラ・リサイクル工場の新設を計画。JCMを活用し、日本
製設備を導入希望

→ 日本のベンダーによる廃プラ・リサイクルパッケージの提案を検討

VJS社訪問

 集塵機リプレイスについて議論

→ 集塵機関連の図面・データ受領

JCM活用して、誘導炉のリプレイスができないか要望あり

→ 対応を検討

６． 第二回現地調査
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ブリジストン・ベトナム訪問

 1年半ほど前、バイオマス発電事業計画を検討しており、JCM活用について議論
したものの、当時は見送ることとなった

 計画変更等を重ね、事業実施に進むということで、JCM活用について議論するこ
ととなった

→ すでに、設備メーカー等の入札段階にあり、JCM活用に伴う計画の遅れ等

が見込まれるため、活用は難しい。

 新規の屋根置き型太陽光発電事業を計画中、こちらでJCM活用を考えたい。設
備提案を希望する。

→ 次回の訪問時に提案する。

DEEP-C訪問

 NCK工業団地と同様、エコ・インダストリアル・パーク構想モデル事業を目指して
いる。

 太陽光発電と風力発電を組み合わせた再生可能エネルギー事業を計画中であり、
それに対してJCM活用を考えたい

→ 費用対効果の検討用資料を提供

６． 第二回現地調査
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目的： VIS社への「高効率送風機＋高圧インバータ」の設計提案と議論、VJS社と
の誘導炉の省エネルギー事業に関する議論、その他JCM案件のポテンシャル調
査、NCK工業団地のエコ・インダストリアル・パーク化に関する議論

日程：2020年2月17日（月）～2月22日（土）

スケジュール：

７． 第三回現地調査

日程 訪問先 活動

2月17日（月） ハノイ入り、ハノイ → ハイフォンへ移動

2月18日（火） ハイフォン市外務局

VIS社フンイェン工場

副局長に対する今回の訪問調査の説明、NCK工業団地のエコ・インダストリア
ル・パーク化に関する議論
「高効率送風機＋高圧インバータ」の提案と内容の説明

2月19日（水） VJS社
NCK工業団地

カットビ空港

誘導炉リプレイスに関する議論
NCK工業団地内でのJCMの展開に関する議論、エコ・インダストリアル・パーク
化のための議論
JCM設備補助事業の紹介、空港におけるJCM適用事業例の紹介

2月20日（木） 山九ベトナム社
DEEP-C

JCM設備補助事業の紹介と電動海上輸送船に関する意見交換
DEEP-Cの再生可能エネルギー事業のJCM利用に関する議論及び候補地の現
地調査

2月21日（金） ブリジストン・ベトナム 同社の再生可能エネルギー事業へのJCM設備補助適用に関する議論

2月22日（土） ハノイ発
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ハイフォン市外務局（2月18日）

 第三回出張の活動内容の説明

 カットビ空港での省エネルギー及びJCM適用に関
する議論

 NCK工業団地のエコ・インダストリアル・パーク化
に関する議論

VIS社フンイェン工場

 「高効率送風機＋高圧インバータ」の見積・仕様の
提案

 追加のデータ計測に関する議論

 フンイェン工場で実施されている製鉄の下工程（圧
延工程）の見学

VJS社

 誘導炉のリプレイスに関する議論

 誘導炉電源の効率化に関する議論

 誘導炉電源系の現地踏査

７． 第三回現地調査
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NCK工業団地

 Nam Cau Kienクラブ発足式への出席

 太陽光発電システム導入に関する議論

 鉄鋼2社以外の入居企業のJCM活用に関する議論

 エコ・インダストリアル・パーク構想に関する議論

カットビ空港

 JCM設備補助制度の紹介

 空港におけるJCM適用可能な省エネ技術等の紹介

７． 第三回現地調査
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山九ベトナム

JCM設備補助制度の紹介

同社が検討中の電動コンテナ船の構想についての議論

DEEP-C

JCM設備補助制度の詳細解説

DEEP-C工業団地事業の詳細解説

DEEP-Cの再生可能エネルギー事業の説明とJCM適
用に関する議論

DEEP-C工業団地における太陽光実証設備及び立地
候補地見学

ブリジストン・ベトナム

バイオマス燃料利用に関するJCM適用に関する議論

屋根置き太陽光発電に関する議論

７． 第三回現地調査
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３． 3つの活動の現状
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Vietnam-Italy Steel社（アーク炉）

 ①「高効率送風機＋高圧インバータ」導入は費用対効果が高く、VIS社も希望

 ②「高効率ポンプ＋高圧インバータ」導入は費用対効果がそれほど見込めない
ため見送り

 ①のJCM化のため、既設の集塵システムの情報収集を行ったところ、設計図書
等が存在しないことが判明

 現在の性能評価のため、必要パラメータの実測を実施 ← 目的：設計提案及
びリファレンスケースの設定

 VIS社が、停止時に風量、圧力等について計測

 既設の性能曲線等の想定、新設送風機の設計

８． 活動１:エネルギー消費量が最も多い、電炉を有する鉄鋼業２社に対
する①高効率送風機＋高圧インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧イン
バータの導入調査
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既設の送風機及び新設送風機の性能曲線

８． 活動１:エネルギー消費量が最も多い、電炉を有する鉄鋼業２社に対する①
高効率送風機＋高圧インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入
調査
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既設及び新設のファンの仕様

８． 活動１:エネルギー消費量が最も多い、電炉を有する鉄鋼業２社に対する①
高効率送風機＋高圧インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入
調査

項目 既設送風機 新設送風機（案） 

ファン定格流量（m3/h） 590,000 540,000 

ファン定格圧力（kPa） 5.7 4.8 

電動機容量（kW） 1,400 1,000 

電動機定格回転数（/m） 985 920 

電動機定格電流（A） 158 121 

電動機効率（－） 0.89 0.95 

データ測定時の流体温度（℃） 20 N/A 

操業時の流体温度（℃） 85 85 

インバータ効率（－） N/A 0.95 

ファン効率（－） N/A 
0.72 

（400,000 m3h、85℃） 
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Pd =
𝑄𝐻

3600𝜂𝑓𝜂𝑚
：送風機軸動力の基本式

Pi =
Τ𝑄 𝑄0 3

3600𝜂𝑓𝜂𝑚𝜂𝑖
× 𝑄0𝐻0 ：インバータ制御時の送風機軸動力の基本式

Pd： 軸動力（kW）

Q： 流量（m3/h）

H： 圧力（kPa）

ηf： ファン効率（－）（流量依存）

ηm： モーター効率（－）

Pi：インバータ出力動力（kW）

Q0：ファン定格流量（m3/h）

H0：ファン定格圧力（kPa）

ηi：インバータ効率（－）

８． 活動１:エネルギー消費量が最も多い、電炉を有する鉄鋼業２社に対する①
高効率送風機＋高圧インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入
調査
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省エネルギー量の試算

CO2排出削減効果の試算

ベトナムの系統電力CO2排出原単位：0.8154 t-CO2/MWh

［3,604,800（ｋWh）／1,000 (kWh/MWh)］×0.8154 (t-CO2/MWh)＝2,939 t-CO2/年

対象設備の設備耐用年数：10年

2,939 (t-CO2/年) × 10 (年) ＝ 29,390 t-CO2

８． 活動１:エネルギー消費量が最も多い、電炉を有する鉄鋼業２社に対する①
高効率送風機＋高圧インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入
調査

ファン

既設の測定データ
プロジェクト実施後の省エネ効果

流量
(m3/h)

圧力
(kPa)

回転数
(/min)

モ ー
タ ー 電
流
(A)

軸動力
(kW)

85 ℃ 換
算 軸 動
力 (kW)

軸動力
(kW)

軸動力省
エネ分
(kW)

省エネル
ギー量
(kWh)

No.1 401,300 4.07 721 116 1028 841 455 386 1,852,80
0

No.2 407,340 3.89 727 116 1028 841 476 365 1,752,00
0
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Vietnam-Japan Steel社（誘導炉）

 工場施設そのものが新しく、対象となりうるのは2基ある集塵システムのうちの1

基のみ。

 第二回現地調査にて、集塵システム関連の資料を入手。設計提案へ。

 中国製誘導炉の故障が多いため、日本製へリプレイスを検討したいという依頼
あり → 設備提案のための検討を実施

 既設誘導炉の容量の規模 → 本邦企業ではオーダーメードとなる

 VJS側から誘導炉の電源系の効率改善要望あり → 提案作成へ

８． 活動１:エネルギー消費量が最も多い、電炉を有する鉄鋼業２社に対する①
高効率送風機＋高圧インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入
調査
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Thanh Dai Phu My社（鉄鋼スラグリサイクル企業）

 集塵設備なし

 粉塵防止のため常に散水 → 排水の回収も行われていない

→ 環境データ（水の使用量等）の記録を依頼

Lien Minh Import-Export Services & Trading社（廃プラリサイクル企業）

 工場内に強い臭気 → 換気空調系が機能していない

 ①「高効率送風機＋高圧インバータ」導入候補

 既存の換気空調系設備の運転データの記録を依頼

Thy Anh Import-Export Service and Trading Investment社（廃プラリサイクル企
業）

 廃プラリサイクル工場の増設にJCMを活用して日本製設備の導入を希望

 日本の廃プラリサイクル工場とNCK工業団地の廃プラリサイクル工場の違い

 日本型のリサイクル工場のパッケージ化提案と省エネ効果の算定

８．活動２: Nam Cau Kien工業団地入居企業への①高効率送風機＋高圧
インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入調査
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NCK工業団地外でのJCMポテンシャル調査

 DEEP-C

 同社のエネルギー供給会社による再生可能エネルギー事業（太陽光発電と風力
発電）（EPC事業者選定中、タイミングが合えばJCM応募へ）

 ブリジストン・ベトナム

 バイオマスボイラーの導入 （サービス提供企業決定済み、タイミングが合えば
JCM応募へ）

 屋根置き型太陽光発電 （これからFS実施へ）

 カットビ国際空港

 GPU導入事業、空港車両の電動化、高効率換気空調系の導入について、もう一
歩進んだ提案の作成

８．活動２: Nam Cau Kien工業団地入居企業への①高効率送風機＋高圧
インバータ及び②高効率ポンプ＋高圧インバータの導入調査



© 2018 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 34

Nam Cau Kien工業団地の課題

 排水処理施設の容量不足

 入居企業の環境データあるいは運転データの取得状況

 リサイクル工場の簡易的な設備と近代化

 工場内廃棄物の処理

 大気汚染や工場内環境の改善

課題解決へ向けて

 排水処理施設への助言（KITAの専門家による）

 環境教育センター活動への助言（北九州市アジア低炭素化センターの
支援）

 エコインダストリアルパーク構想に対する理解及びSDGsに対する理解
の促進

 JCM設備補助制度を活用するための理解の推進

９．活動３：エコインダストリアルパークのモデルとなることを目指すNam 
Cau Kien工業団地に対するSDGsへの貢献活動の支援の実施
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４． 今後の活動
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2020年度に向けた活動
 VIS社： 製鉄所集塵設備のリプレイスについて、要望を受けた提案の改訂版を

提出 → JCM設備補助応募へ

 VJS社： 誘導炉電源系の効率改善案の作成 → VJS社への提示

 NCK工業団地入居企業： 環境データ取得状況の確認

 DEEP-C: 再生可能エネルギー事業のJCM設備補助適用に関する協議

 ブリジストン・ベトナム： バイオガスボイラー導入事業のJCM希望があった場合
の対応、屋根置き型太陽光発電システムの提案

 ハイフォン市カットビ空港： GPU導入事業、空港内車両の電動化、高効率空調
システムの導入について、具体的な提案の作成へ

 NCｋ工業団地：エコ・インダストリアル・パーク構想モデル事業へ向けた支援

１０． 今後の活動
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